
1 月刊 海外子女教育 2019.1

……………………………………………………………………………………………………………………………シリーズ……………………………………………………………………………………………………………………………

朝のあいさつタッチ運動

　　現地小学校の児童への日本語指導と交流活動
高雄日本人学校長　高橋友幸

　台湾にある高雄日本人学校は、台北・台中日本人学校とともにＡＧ５プロジェクトに取り組んで２年目となります。
　本校では、現地校である中正國民小學（以下、「中正國小」）の中で開校しているという特色を活

い
かし、中

正國小と様々な交流活動を行っています。その中核となっているのが、本校の教員が中正國小の児童へ日
本語指導を、逆に中正國小の教員が本校の児童生徒へ中国語指導を、相互に行っていることです。このよ
うな交流を通して、本校の児童生徒はもちろん、中正國小の児童も将来のグローバル人材として、ともに
成長していってくれることを期待しています。
　高雄はもともと親日的な土地柄ですが、本校が行っている交流活動によって、本校の児童生徒や教職員は
もとより、日本人や日本に理解を示してくれる台湾の方々の輪は、少しずつですが確実に広がってきています。

中
正
國
小
の
校
内
へ
移
転
し
た
経
緯 

　

本
校
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
開
校
し
、

次
年
度
で
開
校
五
十
年
を
迎
え
る
歴
史
の

あ
る
日
本
人
学
校
で
す
。

　

本
校
の
児
童
生
徒
数
は
、
昭
和
六
十
三

年
の
二
六
六
名
を
最
高
に
、
そ
の
後
徐
々

に
減
少
し
、
こ
こ
数
年
は
一
〇
〇
名
前
後

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
独
自
の

校
舎
で
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
た
本
校
で

し
た
が
、
校
舎
の
老
朽
化
と
児
童
生
徒
数

減
少
に
伴
う
財
政
状
況
の
悪
化
に
よ
っ
て

校
舎
を
維
持
で
き
な
く
な
り
、
平
成
二
十

六
年
九
月
に
現
在
の
、
現
地
校
で
あ
る
中

正
國
小
校
舎
の
一
棟
「
信
義
楼
」
を
借
り

受
け
移
転
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
中
正
國
小
は
過
去
最
高
で
約
五

〇
〇
〇
人
の
児
童
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た

が
、
台
湾
で
も
少
子
化
は
著
し
く
現
在
の

児
童
数
は
一
四
〇
〇
人
程
度
に
ま
で
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
空
き
教
室

が
数
多
く
あ
り
、
本
校
と
賃
貸
借
契
約
を

結
ぶ
こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と
で
し
た
。

現
地
校
の
中
で
学
校
経
営
を
行
う
工
夫

　

中
正
國
小
に
は
、
地
下
一
階
か
ら
地
上

四
階
ま
で
の
五
階
建
て
の
校
舎
が
五
棟
あ

り
、
そ
の
四
棟
目
の
「
信
義
楼
」
を
本
校

が
借
用
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
日
本
人
学
校
は
、
高
い
塀
や

フ
ェ
ン
ス
で
学
校
を
囲
い
、
侵
入
者
を
防

い
で
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
が
、

中
正
國
小
の
校
舎
五
棟
は
全
て
、
一
階
か

ら
四
階
ま
で
通
路
で
つ
な
が
っ
て
い
て
、

誰
で
も
自
由
に
行
き
来
で
き
る
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
現
地
消
防
法
の
関
係
で
、
本
校
の

棟
だ
け
を
扉
や
フ
ェ
ン
ス
で
仕
切
り
、
独

立
し
た
空
間
と
し
て
囲
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
児
童
生
徒
の
安
全
管
理
の

考
え
方
を
根
本
的
に
変
え
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。

　

本
校
児
童
生
徒
の
安
全
管
理
に
か
か
わ

る
基
本
的
な
考
え
方
は
、
高
雄
日
本
人
学

校
を
「
開
く
」
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
安
全

を
確
保
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

中
正
國
小
の
児
童
や
教
職
員
と
同
一
の

校
舎
の
中
で
仲
良
く
生
活
し
、
中
正
國
小

の
児
童
や
教
職
員
、
保
護
者
の
方
々
に
本

校
の
存
在
や
本
校
の
児
童
生
徒
、
教
職
員

を
よ
く
知
っ
て
も
ら
い
、
多
く
の
目
で
見

て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
本
校
児
童
生
徒

の
安
全
を
確
保
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

①
中
正
國
小
児
童
へ
の
日
本
語
指
導

　

中
正
國
小
五
・
六
年
生
に
対
し
て
日
本

語
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
校
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本

語
や
日
本
文
化
に
つ
い
て
の
興
味
関
心
を

喚
起
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

②
本
校
の
児
童
生
徒
へ
の
中
国
語
指
導

　

中
正
國
小
よ
り
四
名
の
中
国
語
講
師
を

派
遣
し
て
も
ら
い
、
本
校
雇
用
の
中
国
語

講
師
と
と
も
に
中
国
語
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

③
朝
の
「
あ
い
さ
つ
タ
ッ
チ
運
動
」

　

登
校
時
は
本
校
の
児
童
生
徒
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
本
校
の
教
員
は
全
員
、

歩
道
及
び
校
門
周
辺
で
立

り
っ
し
ょ
う哨
指
導
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
時
、
本
校
の
児
童
生
徒
だ

け
で
な
く
、
同
じ
校
門
か
ら
登
校
し
て
く

る
中
正
國
小
の
児
童
と
も
分
け
隔
て
な
く

「
あ
い
さ
つ
タ
ッ
チ
運
動
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
挨
拶
は
中
国
語
の
「
ザ
オ（
早
）」

と
日
本
語
の
「
お
早
う
」
を
両
方
使
い
な

が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

④
交
流
活
動
の
実
施

　

毎
年
十
一
月
に
中
正
國
小
と
本
校
小
学

部
の
各
学
年
が
お
互
い
に
自
己
紹
介
し
合

う
な
ど
の
交
流
活
動
を
行
い
、
児
童
同
士
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日本語指導の様子

が
直
接
触
れ
あ
う
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

⑤
毎
週
の
事
務
調
整
会
議
の
開
催

　

両
校
の
教
育
活
動
が
問
題
な
く
円
滑
に

遂
行
さ
れ
る
た
め
に
は
、
体
育
施
設
の
使

用
や
学
校
行
事
の
調
整
な
ど
、
詳
細
な
確

認
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
週
月
曜
日
に
本
校
か
ら
は
校
長
、
教

頭
、
教
務
と
通
訳
の
四
名
、
中
正
國
小
か

ら
は
校
長
の
ほ
か
、
総
務
、
教
務
、
学
務
、

生
徒
指
導
、
事
務
の
各
主
任
が
集
い
、
調

整
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑥
文
化
交
流
会

　

両
校
の
教
員
同
士
が
顔
見
知
り
に
な
り

相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
、
勤
務
時
間
終

了
後
に
年
四
回
程
度
、
お
で
ん
作
り
や
餃

子
作
り
体
験
及
び
試
食
会
な
ど
を
持
ち
回

り
で
開
い
て
い
ま
す
。

　

中
正
國
小
の
新
入
生
保
護
者
説
明
会
に

お
い
て
、
本
校
の
存
在
を
新
入
生
の
保
護

者
に
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
両
校
が

仲
良
く
生
活
す
る
必
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、、
本
校
校
長
の
中
国
語
に
よ

る
挨
拶
を
五
年
間
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
継
続
し
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
本
校
の
存
在
は
中
正
國
小
の

保
護
者
の
方
以
外
に
も
広
く
周
知
さ
れ
、

地
域
の
方
々
に
ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
本
校
及

び
児
童
生
徒
や
教
職
員
に
対
し
て
と
て
も

温
か
い
視
線
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
正
國
小
へ
の
日
本
語
指
導

①
日
本
語
指
導
の
実
際

　

中
正
國
小
児
童
へ
の
日
本
語
指
導
は
九

月
か
ら
十
二
月
に
か
け
、
五
・
六
年
生
を

対
象
に
一
ク
ラ
ス
あ
た
り
三
時
間
、
両
学

年
と
も
十
ク
ラ
ス
あ
る
た
め
合
計
六
十
時

間
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
自
己
紹
介
や

挨
拶
を
大
切
に
し
て
良
好
な
関
係
作
り
に

普
段
か
ら
努
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
指
導
の
内
容
は
、
こ
の
四
年
間

を
か
け
て
精
選
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で

は
、
誰
が
担
当
し
て
も
同
じ
内
容
の
指
導

が
で
き
る
よ
う
に
、
両
学
年
と
も
各
三
時

間
分
の
指
導
略
案
や
児
童
用
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ス
ラ
イ
ド
が
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
Ａ
Ｇ
５
で
は
、

現
場
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
指
導
の

充
実
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
教
材
の
内

容
を
精
査
す
る
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

　

主
な
指
導
内
容
と
し
て
は
、
五
年
生
の

一
時
間
目
「
名
札
作
り
と
あ
い
さ
つ
」、

二
時
間
目
「
じ
ゃ
ん
け
ん
、
こ
れ
だ
れ
の
」、

三
時
間
目
「
知
っ
て
る
知
ら
な
い
、
好
き

嫌
い
」、
六
年
生
の
一
時
間
目
「
名
札
作

り
と
あ
い
さ
つ
、
〜
が
好
き
で
す
」、
二

時
間
目
「
こ
れ
、
あ
れ+

形
容
詞
の
表
現
」、

三
時
間
目
「
い
く
ら
で
す
か
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を
持
つ
日

本
の
ア
ニ
メ
や
食
べ
物
の
画
像
、
ゲ
ー
ム

等
を
活
用
し
た
り
、
名
前
を
日
本
語
読
み

で
呼
び
合
っ
た
り
す
る
な
ど
、
日
本
語
に

親
し
み
を
持
て
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

中
正
國
小
は
学
級
数
が
多
く
、
学
級
配

置
が
複
雑
で
あ
る
た
め
、
授
業
開
始
前
に

中
正
國
小
の
児
童
が
本
校
の
職
員
室
ま
で

迎
え
に
来
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
授
業
中
は

中
正
國
小
の
学
級
担
任
が
教
室
内
に
い
て
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
生
じ
た
時
や
児
童
の

反
応
が
思
わ
し
く
な
い
時
な
ど
に
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

日
本
語
の
授
業
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

子
ど
も
は
多
く
、「
日
本
人
が
た
だ
の
外

人
で
な
く
な
っ
た
」「
ま
す
ま
す
日
本
が

好
き
に
な
っ
た
」「
も
っ
と
日
本
語
を
勉

強
し
た
い
」「
将
来
、
日
本
に
行
き
た
い
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

指
導
し
て
い
る
教
員
か
ら
は
「
台
湾
の
授

業
ス
タ
イ
ル
や
中
国
語
の
発
音
等
、
学
ぶ

こ
と
が
多
い
」「
教
師
と
し
て
の
ス
キ
ル
・

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

等
の
声
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

②
派
遣
教
員
の
中
国
語
習
得

　

中
正
國
小
へ
の
日
本
語
指
導
は
、
赴
任

二
年
目
及
び
三
年
目
の
派
遣
教
員
が
行
っ

て
い
ま
す
。

　

中
正
國
小
の
児
童
に
日
本
語
指
導
を
行

う
た
め
に
は
、
必
要
最
低
限
の
中
国
語
の

習
得
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
赴
任

一
年
目
と
二
年
目
の
派
遣
教
員
は
、
日
本

語
指
導
や
毎
日
の
生
活
が
滞
り
な
い
よ
う
、

中
国
語
の
習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

校
務
終
了
後
に
週
二
回
程
度
、
語
学
学

校
に
通
い
、
赴
任
一
年
目
の
終
了
時
に
は
、

ほ
と
ん
ど
の
教
員
が
日
常
生
活
に
必
要
最

低
限
の
中
国
語
を
習
得
し
、
中
正
國
小
で

の
日
本
語
指
導
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

③
中
正
國
小
の
教
育
課
程
上
の
位
置
づ
け

　

日
本
の
学
習
指
導
要
領
に
あ
た
る
台
湾

の「
國
民
中
小
九
年
一
貫
課
程
綱
要
総
綱
」

は
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
節
數
」
は
時
数
、「
学
習
總
節
數
」
は

総
授
業
時
数
、「
領
域
學
習
節
數
」
は
教
科

授
業
時
数
、「
彈
性
學
習
節
數
」
は
学
校
が

独
自
に
教
育
内
容
を
決
め
て
実
施
す
る
時

数
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
よ
り
も
授
業
時
数
や
教
育
内
容
と

も
に
学
校
裁
量
の
幅
が
大
き
く
、
中
正
國

小
で
は
小
学
四
年
生
以
上
で
、「
彈
性
」
の

時
間
を
活
用
し
、
英
才
教
育
に
準
じ
た
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
組
か
ら
六
組
は
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台湾の教育時数

普
通
ク
ラ
ス
で
す
が
、
七
組
は
吹
奏
楽
ク

ラ
ス
、
八
組
は
古
典
楽
器
ク
ラ
ス
、
九
組

は
舞
踏
ク
ラ
ス
、
十
組
は
野
球
ク
ラ
ス
と

し
て
教
育
課
程
を
組
み
、
本
校
が
行
う
日

本
語
指
導
は
、「
彈
性
學
習
節
数
」
の
一
部

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
正
國
小
か
ら
本
校
へ
の
中
国
語
指
導

　

本
校
の
中
国
語
の
授
業
は
、
指
導
要
領

に
示
さ
れ
た
時
間
以
外
の
時
間
と
し
て
、

小
一
で
週
二
時
間
、
小
二
か
ら
中
三
は
週

一
時
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
一
と
小
二
は
、
初
級
と
中
級
の
二
コ

ー
ス
、
小
三
か
ら
中
三
は
初
級
、
中
級
、
上

級
の
三
コ
ー
ス
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
校

で
は
中
国
語
の
講
師
を
二
名
雇
用
し
て
い

ま
す
が
、
三
コ
ー
ス
開
設
す
る
に
は
一
名

不
足
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
小
三
か
ら
小
六

ま
で
の
上
級
コ
ー
ス
に
中
正
國
小
よ
り
中

国
語
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

中
学
部
は
内
容
も
高
度
に
な
る
の
で
、

語
学
学
校
よ
り
講
師
を
派
遣
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
中
正
國
小
に
は
、「
志
工
團
」

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
が
あ
り
、

退
職
校
長
や
退
職
教
員
が
多
く
登
録
し
て

い
ま
す
。
本
校
の
中
国
語
の
先
生
は
、
こ

の
「
志
工
團
」
よ
り
四
名
派
遣
し
て
も
ら

い
、
各
自
一
週
間
に
一
時
間
の
中
国
語
を

担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

中
正
國
小
よ
り
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
中
国
語
の
先
生
は
、
年
間
を
通
し
て

本
校
の
授
業
を
担
当
し
て
く
だ
さ
る
方
も

い
ま
す
が
、
年
度
途
中
で
別
の
先
生
に
替

わ
る
場
合
も
あ
り
、
指
導
の
一
貫
性
と
い

う
面
で
は
多
少
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

学
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
劇

や
ゲ
ー
ム
も
あ
っ
て
楽
し
い
」「
生
活
に
役

立
っ
て
い
る
」「
台
湾
の
教
科
書
が
興
味

深
い
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
と
課
題

①
今
ま
で
の
取
組
の
成
果

　

本
校
の
児
童
生
徒
は
中
国
語
の
授
業
だ

け
で
な
く
、
日
常
的
に
中
正
國
小
児
童
な

ど
か
ら
中
国
語
を
聞
い
て
い
る
た
め
、
か

な
り
高
い
中
国
語
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
日
台
湾
人
の
児
童
や
教
職
員
と

と
も
に
同
一
校
舎
内
で
生
活
し
て
い
る
た

め
、
台
湾
人
の
人
々
が
身
近
に
い
て
当
た

り
前
と
い
う
感
覚
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
児
童
生
徒
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
と
し
て
成
長
し
て
い
く
基
礎
を
既
に
十

分
備
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
中
正
國
小

で
も
中
国
語
の
朝
の
挨
拶
「
ザ
オ（
早
）」

以
外
に
、「
お
早
う
」
と
日
本
語
で
挨
拶
す

る
児
童
も
確
実
に
増
え
て
お
り
、
中
正
國

小
教
職
員
や
保
護
者
、
地
域
の
方
々
の
温

か
な
視
線
は
確
実
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
校
が
中
正
國
小
の
中
に
あ
る
こ
と
や

本
校
が
日
本
語
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
効
果
は
、
小
さ
な
も
の
で
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
や
日
本
に
理

解
を
示
し
て
く
れ
る
台
湾
の
方
々
を
増
や

す
こ
と
に
確
実
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

②
今
後
の
高
雄
日
本
人
学
校

　

高
雄
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企
業
は
、

機
械
や
金
属
と
い
っ
た
重
工
業
が
中
心
で
、

新
し
い
企
業
の
進
出
は
あ
ま
り
望
め
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
台
湾
新
幹
線
が
開
通
し
て
、

台
北
│
高
雄
間
が
一
時
間
三
十
分
で
結
ば

れ
た
こ
と
か
ら
、
駐
在
員
を
台
北
に
集
約

し
、
出
張
ベ
ー
ス
で
高
雄
に
来
る
と
い
う

傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
当
地
の
企
業
駐
在
員
が
減
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と

は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
本
校
は
今
後

も
、
現
在
の
中
正
國
小
内
で
学
校
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

③
交
流
活
動
継
続
の
必
要
性

　

中
正
國
小
内
で
開
校
し
て
五
年
目
に
入

り
ま
し
た
が
、
大
き
な
事
故
等
は
な
く
、

両
校
の
教
育
活
動
も
特
に
問
題
な
く
安
定

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
正
國
小
の
児
童
や
教
職
員
、
保
護
者

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
に
も
、
高
雄

日
本
人
学
校
が
中
正
國
小
内
に
あ
っ
て
当

た
り
前
、
日
本
人
が
身
近
に
い
て
当
た
り

前
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
日
本
語
及
び
中
国
語
の
相

互
指
導
や
各
学
年
の
児
童
の
交
流
活
動
、

朝
の「
あ
い
さ
つ
タ
ッ
チ
運
動
」な
ど
、
今

ま
で
継
続
し
て
き
た
活
動
を
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
課
題

　

中
正
國
小
内
で
の
本
校
の
学
校
運
営
は
、

特
に
問
題
な
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
問

題
が
少
な
い
が
故
に
、
先
輩
の
派
遣
教
員

の
熱
意
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
交
流

活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
に
十
分

に
注
意
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
重
要
な
交
流
活
動
の
柱
で
あ
る

中
正
國
小
へ
の
日
本
語
指
導
は
、
派
遣
教

員
個
人
の
中
国
語
習
得
の
努
力
や
個
人
の

費
用
負
担
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｇ
５
で
は
、
運
営
委
員
会
と
打
ち
合

わ
せ
、
現
在
の
取
組
が
校
務
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
中
正
國
小
及
び
高
雄
日
本
人

学
校
両
校
の
教
員
・
児
童
生
徒
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、高
雄
日
本
人
学

校
の
た
め
に
な
る
具
体
的
な
支
援
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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